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（１） 子ども・子育て支援事業計画事業進捗状況 

 

１． 児童人口の推計 

（実数基準：４月１日） 

 

 平成２８年熊本地震にて転出していた世帯や新規分譲地の整備による住宅購

入者等の転入、出生児童数の増加等により、本町の児童人口は当初の計画を超

える状況となっている。 

 この状況は特に６歳児未満の未就学児に顕著に表れている。 

  

R２年 R３年 R２年 R３年 R２年 R３年

2020年 2021年 2020年 2021年 2020年 2021年

0歳児 271 267 283 288 12 21

1歳児 270 279 271 299 1 20

2歳児 312 271 329 289 17 18

3歳児 278 320 295 332 17 12

4歳児 355 285 363 313 8 28

5歳児 370 355 381 368 11 13

6歳児 401 371 419 389 18 18

7歳児 336 409 340 420 4 11

8歳児 347 337 354 347 7 10

9歳児 378 350 384 358 6 8

10歳児 365 380 370 393 5 13

11歳児 404 374 397 371 -7 -3

計 4,087 3,998 4,186 4,167 99 169

実数 差計画

年齢

資料１ 
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２． 教育・保育の量の見込みと提供状況 

 

（１）計画との比較 

 

 幼稚園利用者（１号）については、確保方策よりも少ない申込件数となっ

た。また、年度末に上記人数とは別に５９名の児童が熊本市内の幼稚園を利用

していた。 

 保育所利用者（２号・３号）については、確保方策よりも多い人数の申し込

みを受け、保留児童数は１０４人となった。確保方策よりも入園数が少なくな

った要因は、認可保育所等での保育士不足により、定員数を満たさなかった園

が複数あったためである。また、企業主導型保育園を利用していた人数は６３

人、町で把握している認可外保育施設の利用者は２２人であり、この中には保

留児童となっている児童も含んでいる。 

 なお、上記の人数とは別に、年度末に広域入所制度を利用し、町外の保育所

等を利用していた人数は２０人であった。 

  

幼稚園

２・３号

０歳 １、２歳 計

① 量の見込み 331 703 127 421 1,251

② 確保方策 383 699 140 433 1,272

②－① 52 -4 13 12 21

③ 申込件数 217 741 195 427 1,363

④ 入園数 217 732 136 391 1,259

⑤ 保留児童 0 9 59 36 104

①－③ 114 -38 -68 -6 -112

56.66% 104.72% 97.14% 90.30% 98.98%

保育所

令和２年度

実

数

計

画

１号 ２号
３号

入園割合

④÷②
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 幼稚園利用者（１号）については、令和２年度同様、確保方策よりも少ない

申込件数となった。また、１２月時点で上記人数とは別に５９名の児童が熊本

市内の幼稚園を利用していた。 

 保育所利用者（２号・３号）については、令和２年度同様、確保方策よりも

多い人数の申し込みを受け、令和３年１２月時点で保留児童数は８７人となっ

ており、年度末にかけて更に増加する見込みとなっている。また、企業主導型

保育園を利用している人数は７０人であった。また、町で把握している認可外

保育施設の利用者数は３１人であり、この中には保留児童となっている児童も

含んでいる。 

 なお、上記の人数とは別に、１２月時点で広域入所制度を利用し、町外の保

育所等を利用している人数は１６人であった。 

 

 

 

 各年度とも、量の見込みよりも多くの申し込みを受け、保留児童解消には至

っていない。 

 特に計画にて、０歳児の利用人数を４６．８％程度で見込んでいたが、実際

は、０歳児のうち、令和２年度では６８．９％、令和３年度では７２．２％の

申し込みを受け付けている。これは共働き世帯の増加により、育児休業制度を

利用した後、職場に復職する際に保育所を利用される保護者が増えているため

と推察される。 

 

  

幼稚園

２・３号

０歳 １、２歳 計

① 量の見込み 317 673 125 398 1,196

② 確保方策 383 699 140 433 1,272

②－① 66 26 15 35 76

③ 申込件数 181 727 208 433 1,368

④ 入園数 181 721 150 410 1,281

⑤ 保留児童 0 6 58 23 87

①－③ 136 -54 -83 -35 -172

47.26% 103.15% 107.14% 94.69% 100.71%
入園割合

④÷②

実

数

令和３年度

保育所

１号 ２号
３号

計

画
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（２）令和３年度 認可保育所等受入状況 

 

 令和４年１月時点での認可保育所等の受け入れ状況は、上表のとおりであ

る。町立保育所のうち、特に「第三保育所」が定員より受入人数が少ないの

は、希望者が少ないためである。また、「第一保育所」と「第二保育所」につ

いては、希望はあるものの、園の保育士が不足しており、受け入れができてい

ない状況となっている。 

 私立保育所等については、受け入れができていない園もあるが、代わりに他

の保育所等で、定員以上の受け入れを行っており、確保受け皿以上の受け入れ

を実現している。 

 

  

私立保育所等 

の園名は非公開 
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３． 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

 

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

 放課後児童健全育成事業は、保護者が就労等により昼間家庭にいない、小学

校に就学している児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な

育成を図る事業です。 

 

（１）計画との比較 

 

 

利用者数について、通常期（学校の通常授業が実施される期間）では、各年度

とも計画を下回っています。長期（春・夏・冬休みなど長期休暇期間）では、令

和２年度は計画を上回り、令和３年度は計画とほぼ変わらない数となっていま

す。 

各年度とも４年生以上で長期のみの利用者が多く、就労等で平日の終日児童

を保育できない保護者からのニーズが高いことが伺えます。 
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（２） 令和３年度 各クラブの利用状況 

 

 
  

令和３年度の各クラブ受け入れ人数の状況（通常・長期）と定員との比較

は、上表のとおりです。なお、クラブの定員は、児童が過ごす専用スペースに

ついて児童１人あたり確保すべき面積が基準として定められており、その基準

を満たす範囲内で各クラブが運営規定に定めています。 

通常では一部のクラブを除き、定員内での利用となっていますが、長期で

は、多くのクラブで定員を上回る受け入れを行っている状況です。各クラブの

定員についても、基準を満たす範囲内でより実態に合わせた見直しが必要な状

況です。 


